


　自覚症状のないまま進行する生活習慣病の発症を防ぐには、特定健診・
特定保健指導による健康管理が効果的です。健康状態をチェックし、健康
を維持しましょう！

　自覚症状のないまま、静かに進行していく生活習慣病の
発症を防ぐには、健診による健康管理が大切。
　毎年受診して、予防・改善を行うことは、あなたの健康
を守る第一歩です。

40歳～74歳の
すべての人が対象です

　40歳～74歳はメタボリックシンドローム（以下、
メタボ）の危険がある人が多く、このままでは生活
習慣病につながる危険性が高い世代です。特定健診
の目的は、早い段階でメタボやその危険因子を見つけ、
生活習慣病の発症を未然に防ぐことにあります。

特定健診の対象者は
どんな人ですか？

健診結果からメタボの
リスクがある人のみが対象となります

　健診後、すべての受診者に健診結果と、健診結果
の見方・いかし方、健康づくりのアドバイスなど、
生活習慣改善に必要な情報が提供されます。
　健診結果は3段階に階層化され、生活習慣の改善が
必要な人には、後日、特定保健指導の通知が届きます。

※短期人間ドック・生活習慣病予防健診を受けられる場合は、検査項目が特定健診の検査内容に対応しているため、別途特定健
診を受けていただく必要はありません。組合員本人については短期人間ドック、または共済一般健診のいずれかを受けていた
だくこととなりますので、別途特定健診を受けていただく必要はありません。

特定保健指導も全員が
受けるのですか？

専門家のサポートのもと、
生活習慣の改善を行います

　医師、保健師、管理栄養士などの専門家からサポー
トを受けながら、生活習慣改善のためのプログラム
を実践します。メタボのリスクに応じて、メタボの
一歩手前の方は動機付け支援、メタボのリスクが高
い方は積極的支援を受けます。

特定保健指導では、どんなことをしますか？

まずは申込みを。
申込みに難しい手続きはありません

　特定健診対象者すべての人に、受診券が届きます。
そのほか、受診方法などのお知らせが同封されてい
ますので、届いたら早めに開封しましょう。職場の
定期健診を受けている場合は、その結果が特定健診
結果とみなされます。

どうしたら特定健診を

受けられますか？

特定健診特定健診
特定保健指導特定保健指導

毎年
受けて
健康管理

家族のためにも

忘れず受けましょう
メタボなどの生活習慣病のリスクを早期発見できる。

毎年受けると、継続した健康管理ができる。

健診結果のレベルに合わせた保健指導が受けられる。

病気を未然に防ぐことで、医療費を抑えられる。
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被扶養者・任意継続組合員のみなさんへ


